


































































































































































































S そ生 ι、 N~' は還元さ抗τNfむきなる.
ニの擦に表水層でI志向が増加1・望家・や f
燐融檀が減少し、叉)j~車以 71レカリ性さなるの
に射し、深層1.跡。2 が消費されτεO~ ・ca.. 
NH:. PC>t 111. Hz S- F~". iHn'" 守生Jじ、 ~CO
@槍1m¥こよ' 庚$(ま醜牲に傾〈。
勿論ニの化@的成麿の朕態は湖によって著し
4sa9tゐる・倒‘へば山間lこある深い透明な、.
~t"屯窒素・燐理費等の乏しいfζめに生悦D 1.=f:.産
カの少い所謂貧幾養i閣に於、τは成層現象は殆ん
E現れないが、平野地帯或は肥沃1耕地の聞に
1あって・出物の多い富柴養湖では成暦が最正願著
である。 、
偽ほ71<:問も考へ方によっ℃は極めて潔い湖沼
である均ら、そtの水中れ蔀頬の同化作用にお
) ，l 重聞の~JJ.躍が司ルカリ性さなる場合が雇者
見受りられるa 耕G7}t悶は非常¥:'・茂いから上遊
水中の酸却こよる醍iヒ作用拡底泥の表面迄建L
で庸謂槽化麿を形成し首其の下側の青黒色の泥
即ち還元稽さ時中れる部分が湖沼の深層さ同僚
に陣元的な賦態さなづ'tIゐるわけすあ右. . 
夏季停滞期に成暦の廟著すあった奮柴養湖も
秋季掘現朋にたるさ表水底の水温が降ね封流が
起き C止下の71tが循環すえから、化事成謄は発1
全に消滅して水質は一様さたり、結氷期迄この
循環賦膿が制<0 結氷;後は夏季さは反封じ冷Tこ
い氷が上層に、温い4"Cfこ退h下水が手層に震な
り合ったまま停滞し、解j{後若手季循環朗を経七
、再び貰季停滞期三なる。農家がよミ冬の聞に乾
燥して自給肥料に使用する地沼の底泥 b結局水
中区溶けてゐ犬養手が夏季に生暢慨に吸牧さ
料、冬季に遺骸さなっt沈積レすこものに外なら
ない
以上の様じ11帯地方の湖i'fHま生物品新蹄代謝
tζf伸?~興味深い化製艶化を超す 然し乍ら築
煮の意見では湖沼&食1t的見地カ官ら研究する揚・
合』こは、上詑の現象~は比較的閥係の少色、加
里・石灰・珪申等の合掌が詩編水 ιしτ主要た
問題であるかち、やはり受J1t1世域の地質・土性・
湖置の形態等t二閃って恥ヒる湖沼の彼ポ情念特
般を第一に調査b泣ければならないさ思ム。ご
の様な見解φ~ ~tこ筆者は湖沼の調査を加古
ゐるが、其の成績は別の機禽じ鷲去するこささI
する.
-l;J.- 。り
